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て
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名
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本
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門
記
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を
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料
と
し
て
－

四
、
形
式
名
詞
の
新
生
と
分
化

I
、
形
式
名
詞
の
適
時
的
検
討

H
、
『
平
安
遺
文
』
　
に
よ
る
時
期
の
推
定

五
、
む
す
び

鈴
　
木

恵

一
、
は
じ
め
に

松
下
大
三
郎
博
士
の
提
唱
と
さ
れ
る
形
式
名
詞
は
、
一
般
に
「
実
質
的
意
義
を
欠
き
、
形
式
的
意
義
の
み
を
持
っ
て
い
て
、
常
に
実
質
的

意
義
を
補
足
す
る
修
飾
語
句
を
伴
っ
て
用
い
ら
れ
る
体
言
」
、
「
連
体
的
な
か
ぎ
り
な
し
で
は
成
立
せ
ず
、
実
質
的
な
意
味
を
失
っ
て
、
カ
テ

ゴ
リ
ー
的
な
意
味
が
前
面
に
現
れ
て
い
る
よ
う
な
、
文
法
化
し
た
名
詞
」
（
何
れ
も
『
国
語
学
大
辞
典
』
東
京
堂
）
、
「
名
詞
の
う
ち
の
特
殊
な
一

類
で
、
意
味
が
抽
象
的
・
形
式
的
に
な
っ
て
い
て
、
独
立
し
て
は
使
わ
れ
ず
、
具
体
的
・
実
質
的
な
意
味
を
補
う
修
飾
語
を
伴
っ
て
使
わ
れ

和
化
漢
文
に
於
け
る
形
式
名
詞
の
新
生
と
分
化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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三
〇

る
」
（
『
国
語
学
研
究
事
典
』
明
治
書
院
）
な
ど
と
定
義
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
「
修
飾
語
を
要
求
す
る
か
ど
う
か
が
は
っ
き
り
決
め
難
い
場
合
も

あ
り
、
形
式
名
詞
に
所
属
す
る
語
の
範
囲
は
確
定
し
難
く
、
実
質
名
詞
と
の
区
別
は
程
度
の
差
に
す
ぎ
な
い
点
も
あ
る
」
（
同
上
書
）
と
さ
れ

る
よ
う
に
、
実
際
に
は
そ
の
認
定
・
弁
別
に
苦
慮
す
る
点
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
形
式
名
詞
に
は
名
詞
の
語
義
が
抽
象
化
し
、

文
構
成
に
直
接
関
与
す
る
、
構
文
的
職
能
を
有
す
る
に
至
っ
た
も
の
も
存
す
る
た
め
、
と
り
わ
け
文
章
・
文
体
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
重

要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
の
如
く
に
考
え
ら
れ
る
。
就
中
、
和
化
漢
文
・
和
漢
混
清
文
研
究
の
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
得
ら
れ
た
成
果
が
甚

（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
（
3
）

大
で
あ
る
こ
と
は
、
「
ア
ヒ
ダ
（
間
）
」
「
ト
コ
ロ
（
所
・
処
）
」
「
ヨ
シ
（
由
）
」
な
ど
に
つ
い
て
の
一
連
の
研
究
に
明
ら
か
で
あ
る
。

二
、
形
式
名
詞
の
分
類

峰
岸
明
博
士
は
、
変
体
漢
文
、
殊
に
古
記
録
の
形
式
名
詞
と
し
て
「
ア
ヒ
ダ
（
間
・
際
）
」
「
ウ
チ
（
内
）
」
「
ウ
へ
（
上
）
」
「
オ
モ
ム
キ
（
趣
）
」

「
カ
タ
チ
（
状
）
」
「
コ
ト
（
事
）
」
「
タ
メ
（
為
）
」
「
ツ
イ
デ
（
次
）
」
「
デ
ウ
（
条
）
」
「
ト
キ
（
時
）
」
「
ト
コ
ロ
（
所
・
処
）
」
「
ナ
カ
（
中
）
」
「
ノ

チ
（
後
）
」
「
ホ
ド
（
程
）
」
「
マ
へ
（
前
）
」
「
ム
ネ
（
旨
）
」
「
ヤ
ウ
（
様
）
」
「
ヨ
シ
（
由
）
」
の
十
八
語
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
を
、

［
A
］
主
語
・
述
語
・
客
語
・
補
語
な
ど
、
格
関
係
に
関
わ
る
職
能
で
用
い
ら
れ
る
名
詞
句
を
構
成
す
る
も
の
1
「
趣
」
「
状
」
「
事
」
「
条
」

「
所
」
「
由
」

［
B
］
連
用
修
飾
語
の
職
能
で
用
い
ら
れ
る
名
詞
句
を
構
成
す
る
も
の

（
1
）
空
間
上
・
時
間
上
の
状
況
を
示
す
も
の
　
ー
　
「
間
・
際
」
「
内
」
「
次
」
「
中
」
「
後
」
「
程
」
「
前
」

（
2
）
利
益
・
目
的
・
原
因
な
ど
を
示
し
て
そ
の
叙
述
内
容
を
限
定
す
る
も
の
　
ー
　
「
為
」

（
3
）
様
態
を
示
し
て
そ
の
叙
述
内
容
を
限
定
す
る
も
の
　
ー
　
「
様
」

［
C
］
形
式
名
詞
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
名
詞
句
が
、
述
語
に
対
し
て
連
用
修
飾
語
の
関
係
か
ら
並
立
語
乃
至
接
続
語
の
関
係
に
移
行
し
た

も
の



（
1
）
後
件
が
前
件
に
添
加
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
　
－
　
「
上
」

（
2
）
後
件
が
前
件
に
お
け
る
事
態
の
展
開
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
　
－
　
「
処
」

（
3
）
前
件
が
後
件
の
原
因
・
理
由
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
　
－
　
「
間
」

（4）

の
如
く
に
分
類
さ
れ
た
。

尚
、
峰
岸
博
士
に
は
こ
れ
と
は
別
に
、

［
a
］
漢
文
訓
読
語
の
文
法
に
従
う
も
の
　
ー
　
「
所
」

［
b
］
仮
名
文
字
語
の
文
法
に
従
う
も
の
1
「
次
」
「
程
」
「
様
」
「
由
」

［
C
］
記
録
語
独
特
の
も
の
1
「
間
」
「
上
」
「
事
」
「
状
」
「
条
」
「
処
」

（5）

の
よ
う
に
、
位
相
差
と
い
う
観
点
か
ら
の
指
摘
も
あ
る
（
但
し
、
右
の
分
類
の
記
号
は
便
宜
的
に
私
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
）
。

三
、
形
式
名
詞
の
実
際
－
　
『
真
福
寺
本
将
門
記
』
を
資
料
と
し
て
－

い
ま
、
お
よ
そ
右
の
分
類
に
従
う
こ
と
と
し
て
、
平
安
中
期
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）
頃
に
原
本
が
成
立
し
、
院
政
期
承
徳
三
年
（
一
〇
九
九
）

に
書
写
・
加
点
さ
れ
た
『
真
福
寺
本
将
門
記
』
を
取
り
上
げ
、
所
用
の
形
式
名
詞
（
読
み
添
え
を
除
く
）
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
て
み
る
。

実
際
に
、
一
資
料
内
に
何
種
類
の
形
式
名
詞
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
如
何
様
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
分
析
・
確
認
す
る
意
図
に
立
つ
。

但
し
、
調
査
に
際
し
て
は
「
然
間
・
而
間
」
「
此
間
」
「
如
此
之
間
」
「
厭
内
」
「
其
次
」
「
此
時
」
「
然
後
」
「
是
後
」
「
自
余
之
後
」
「
自
今
以
後
」

「
此
外
」
「
此
由
」
な
ど
、
指
示
語
に
直
接
承
接
す
る
も
の
（
多
く
が
接
続
詞
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
）
や
、
パ
タ
ー
ン
化
し
て
用
い
ら
れ
る
も

の
は
除
外
し
て
あ
る
。

し
か
し
て
、
必
ず
し
も
典
型
的
と
は
言
え
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
準
じ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
（
こ
れ
ら
に
は
△
印
を
付
す
）
ま

で
含
め
る
と
、
『
真
福
寺
本
将
門
記
』
に
は
「
ア
ヒ
ダ
（
間
・
際
）
」
「
△
イ
ゼ
ン
（
以
前
）
」
「
ウ
チ
（
内
）
」
「
ウ
へ
（
上
）
」
「
△
コ
ト
（
事
）
」
「
コ

和
化
漢
文
に
於
け
る
形
式
名
詞
の
新
生
と
分
化
に
つ
い
て



鎌
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ロ
ホ
ヒ
（
比
）
」
「
ジ
ヤ
ウ
（
状
）
」
「
タ
メ
（
為
）
」
「
ツ
イ
デ
（
次
）
」
「
ト
キ
（
時
）
」
「
ト
コ
ロ
（
所
・
△
処
）
」
「
△
ナ
カ
（
中
）
」
「
ノ
チ
（
後
）
」

「
ホ
ド
（
程
）
」
「
△
ム
ネ
（
旨
）
」
「
モ
ノ
（
者
）
」
「
ヤ
ウ
（
様
）
」
「
ヨ
シ
（
由
）
」
の
一
八
語
の
形
式
名
詞
が
認
め
ら
れ
た
。
次
に
分
類
し
て
こ

れ
を
示
す
。
柳
か
煩
項
で
あ
る
が
、
当
該
漢
字
の
全
体
の
用
例
数
、
音
・
訓
、
用
法
に
つ
い
て
も
、
そ
の
概
要
を
明
示
す
る
こ
と
と
し
た
。

［
A
］
格
関
係
に
関
わ
る
職
能
で
用
い
ら
れ
る
名
詞
句
を
構
成
す
る
も
の

ロ
コ
ト
　
（
事
）

「
事
」
字
全
二
八
例
の
内
訳
は
、
「
コ
ト
」
が
「
事
由
（
コ
ト
ノ
ヨ
シ
）
」
（
四
例
）
を
含
め
て
二
三
例
、
「
ツ
カ
マ
ツ
ル
」
一
例
、
字
音
「
ジ
」

四
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
形
式
名
詞
（
的
）
と
さ
れ
る
「
コ
ト
」
は
次
の
一
例
の
み
で
、
「
事
件
・
行
為
」
の
如
き
意
味
を
表
し
て
い
る
。

－
　
　
　
こ
ウ
ル
ヘ
リ
　
　
タ
ク
ニ

①
将
門
之
事
．
既
霹
　
恩
澤
一
（
堕

ロ
ジ
ヤ
ウ
　
（
状
）

「
状
」
字
一
〇
例
は
、
総
て
字
音
「
ジ
ヤ
ウ
」
が
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
熟
字
「
過
状
（
ク
ワ
ジ
ヤ
ウ
）
」
「
告
状
（
コ
ク
ジ
ヤ
ウ
）
」
「
愁
状

（
シ
ウ
ジ
ヤ
ウ
）
」
「
書
状
（
シ
ヨ
ジ
ヤ
ウ
）
」
「
善
状
（
ゼ
ン
ジ
ヤ
ウ
）
」
か
ら
推
し
て
、
何
れ
も
「
書
状
・
文
書
」
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
形

式
名
詞
は
、
用
例
②
な
ど
三
例
存
す
る
。

②
乃
可
預
天
位
乏
蛸
．
奏
於
大
政
貫
目
相
模
国
森
於
下
総
一
（
竺

カ
チ

但
し
、
右
例
は
楊
守
敬
本
に
は
「
状
」
と
加
点
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
カ
タ
チ
」
と
訓
ぜ
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
現
に
、
『
観
智
院
本
類

衆
名
義
抄
』
に
は
三
箇
所
に
「
状
」
字
の
「
カ
タ
チ
」
訓
が
見
出
さ
れ
る
外
、
『
三
巻
本
（
前
田
本
）
色
葉
字
類
抄
』
に
は
、

○
形
カ
タ
チ
銀
塊
像
彿
－
貌
又
作
白
二
中
略
二
二
字
）
象
物
相
容
裁
姿
巳
上
形
也
（
上
巻
・
人
事
・
九
六
ウ
6
、
合
点
略
）

の
如
く
、
「
カ
タ
チ
」
全
三
三
字
中
第
三
位
に
合
点
付
き
に
て
登
載
さ
れ
て
い
る
。
所
謂
訓
漢
字
に
も
、

○
輝
娼
太
平
也
加
奈
留
咄
也
（
『
高
山
寺
蔵
金
剛
頂
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
』
二
ウ
4
）



の
如
く
に
「
状
（
カ
タ
チ
）
」
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
訓
は
少
な
く
と
も
平
安
時
代
初
期
か
ら
は
一
貫
し
て
「
カ
タ
チ
」
系
が
中
心
で
あ

っ
た
如
く
に
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
小
林
芳
規
博
士
は
、
上
代
資
料
の
『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
状
」
は
総
て
「
サ
マ
」
と
し
て
、
「
形

（6）

（
カ
タ
）
」
「
姿
（
カ
タ
チ
）
」
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
題
の
検
討
は
、
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

ロ
ト
コ
ロ
　
（
所
）

「
ト
コ
ロ
」
　
に
は
「
所
」
「
処
」
　
二
様
の
表
記
が
存
す
る
が
、
「
処
」
字
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

「
所
」
字
全
六
〇
例
の
内
訳
は
、
「
ト
コ
ロ
」
三
八
例
、
「
所
謂
・
所
云
（
イ
ハ
ユ
ル
）
」
一
〇
例
、
「
所
以
（
ユ
ヱ
こ
・
ソ
ヱ
ニ
）
」
二
例
、
字

音
「
シ
ヨ
」
一
〇
例
で
あ
る
。
「
ト
コ
ロ
」
の
う
ち
、
「
置
所
」
「
遁
所
」
な
ど
五
例
は
「
場
所
」
の
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
三
三
例

は
、

」
カ
マ
へ
タ
ル
　
　
カ
ク
　
　
　
　
　
ナ
リ
　
ハ

③
頃
年
－
所
構
一
兵
革
其
勢
殊
自
常
山
　
（
堕

カ

ー

　

　

　

　

レ

④
将
門
所
念
－
膏
斯
而
巳
．
（
3
1
1
）

の
如
く
、
何
れ
も
活
用
語
が
返
読
し
て
「
所
（
ト
コ
ロ
）
」
を
連
体
修
飾
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
漢
文
訓
読
の
場
で
頻
繁
に
見
出
さ
れ
る
、
正

（7）

に
形
式
的
な
「
ト
コ
ロ
」
　
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

カ
ケ
ハ
ケ
テ
　
ヲ
　
　
　
ミ
ル
　
ノ
　
ー
．
」
司
　
ル
　
　
ハ
　
　
　
　
　
シ
テ
，
．
ヲ
　
　
　
ア
ヤ
フ
ム
　
　
　
　
　
ー
　
　
ム

⑤
差
別
．
掛
　
箭
－
以
時
人
矢
所
中
一
夜
則
．
枕
弓
一
以
危
　
敵
心
所
勘
一
（
1
4
5
）

右
の
対
句
に
於
け
る
前
句
中
の
例
な
ど
は
、
「
（
人
の
矢
の
中
る
）
場
所
」
の
意
と
も
さ
れ
る
が
、
後
句
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
同
前
と
考
え
る
。

ロ
ム
ネ
　
（
旨
）

「
旨
」
字
は
、
「
ム
ネ
」
二
例
、
字
音
「
ジ
」
一
例
で
あ
る
。
「
ム
ネ
」
は
「
趣
旨
」
の
意
を
表
す
が
、
典
型
的
な
形
式
名
詞
で
は
な
い
。

ニ

⑥
依
官
符
之
旨
l
t
擬
追
補
乏
間
．
（
輿
「
補
」
は
「
捕
」
の
誤
り
か
）

ノ

　

ト

モ

ノ

　

　

　

　

テ

ノ

ー

　

ル

⑦
又
右
少
舛
源
相
職
朝
臣
．
引
仰
旨
一
送
書
状
一
詞
云
．
（
型

ロ
モ
ノ
　
（
者
）

和
化
漢
文
に
於
け
る
形
式
名
詞
の
新
生
と
分
化
に
つ
い
て
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三
四

「
者
」
字
は
全
部
で
二
九
例
が
拾
わ
れ
、
「
ハ
」
三
五
例
、
「
バ
」
一
〇
例
、
「
モ
ノ
」
三
二
例
、
「
テ
ヘ
リ
」
　
二
五
例
、
「
テ
ヘ
レ
バ
」
七

（8）

例
、
字
音
「
シ
ャ
」
五
例
、
不
読
例
六
例
の
如
く
で
あ
る
。
「
モ
ノ
」
　
の
大
半
は
本
来
的
な
「
人
物
」
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
形
式
名

詞
は
、
次
の
如
き
所
謂
文
末
の
「
も
の
な
り
」
表
現
に
用
い
ら
れ
る
も
の
四
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
二
例
は
割
注
内
に
あ
る
。

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

ル

　

】

⑧
仇
彼
君
．
案
物
情
一
貞
盛
．
是
与
彼
前
大
操
源
護
t
井
其
諸
子
等
皆
同
賞
之
者
也
．
（
1
7
）

（9）

尚
、
本
資
料
に
　
「
こ
と
な
り
」
表
現
は
看
取
さ
れ
な
い
。

ロ
ヨ
シ
　
（
由
）

「
由
」
字
四
四
例
の
内
訳
は
、
「
ヨ
シ
」
三
八
例
、
「
資
（
ヨ
ル
）
」
と
対
句
的
に
用
い
ら
れ
る
孤
例
の
「
ヨ
ル
」
、
字
音
「
イ
ウ
」
五
例
で
あ

る
。
但
し
、
「
事
由
（
コ
ト
ノ
ヨ
シ
）
」
四
例
、
「
無
由
（
ヨ
シ
ナ
シ
）
」
一
例
の
外
、
「
其
由
」
「
此
由
」
な
ど
指
示
語
に
承
接
す
る
も
の
を
除
く

（10）

の
で
、
取
り
上
げ
る
の
は
一
九
例
で
あ
る
。
主
に
「
趣
旨
」
「
内
容
」
を
表
す
用
法
と
推
察
さ
れ
る
が
、
前
述
の
「
ム
ネ
」
と
は
異
な
り
、
既

述
の
内
容
を
概
括
的
に
承
け
た
「
～
と
い
う
こ
と
」
の
意
を
表
す
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。
構
文
的
に
は
、
「
ヨ
シ
」
に
連
体
修

飾
す
る
品
詞
の
相
違
に
よ
っ
て
、
用
例
⑨
⑩
の
よ
う
な
助
動
詞
が
承
接
す
る
も
の
（
「
可
（
ベ
シ
）
」
七
例
、
「
被
（
ル
・
ラ
ル
）
」
二
例
、
「
令
（
シ

ム
）
」
一
例
）
と
、
用
例
⑪
の
如
き
名
詞
が
承
接
す
る
も
の
　
（
九
例
）
　
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。

こ

ク

　

　

　

　

　

　

カ

　

　

　

　

レ

　

　

．

．

」

オ

⑨
護
常
嘆
息
子
扶
隆
繁
等
為
将
門
一
礼
害
乏
申
（
旦

－

　

　

　

タ

ハ

カ

　

　

ニ

⑩
為
将
門
一
可
有
功
課
－
由
．
被
議
於
宮
中
一
（
2
7
6
）

シ

テ

　

　

　

l

」

オ

　

　

シ

⑫
而
常
稀
逃
亡
之
由
這
日
元
捕
渡
之
心
】
　
（
墾

［
B
］
連
用
修
飾
語
の
職
能
で
用
い
ら
れ
る
名
詞
句
を
構
成
す
る
も
の

（
1
）
空
間
上
・
時
間
上
の
状
況
を
示
す
も
の

ロ
ア
ヒ
ダ
　
（
間
・
際
）



「
間
」
字
全
四
一
例
は
、
字
音
「
ケ
ン
」
三
例
、
地
名
「
蒜
間
（
ヒ
ル
マ
）
」
一
例
以
外
は
、
総
て
「
ア
ヒ
ダ
」
に
当
た
る
が
、
接
続
詞
「
然

間
・
而
間
（
シ
カ
ル
ア
ヒ
ダ
ニ
）
」
（
一
二
例
）
や
、

ノ

ハ

　

　

ニ

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

ニ

ハ

カ

ラ

ヌ

⑫
中
箭
元
老
．
不
意
別
父
子
之
中
寿
楯
壷
者
．
不
囲
】
離
夫
婦
之
闘
一
（
曇

の
よ
う
な
、
「
中
（
ナ
カ
）
」
同
様
に
「
人
倫
」
の
意
を
表
す
も
の
二
例
）
な
ど
を
除
く
た
め
、
こ
こ
で
は
時
間
的
意
味
用
法
の
「
期
間
」
又

は
「
継
続
」
の
意
を
担
う
一
九
例
を
取
り
上
げ
る
。
「
原
因
・
理
由
」
を
表
す
用
法
（
五
例
）
は
分
類
［
C
］
　
に
て
取
り
扱
う
。

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヌ

⑬
如
斯
】
騒
動
之
間
．
館
内
及
府
連
．
悉
被
虜
領
一
（
型

「
際
」
字
一
例
も
「
ア
ヒ
ダ
」
と
訓
ま
れ
る
が
、
「
期
間
」
の
意
と
は
や
や
異
な
り
、
「
時
節
」
ほ
ど
の
意
か
と
思
わ
れ
る
。

．

．

】

ヨ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

キ

テ

ス

　

　

　

　

　

ヲ

　

レ

リ

　

　

こ

⑭
鬱
包
之
際
．
今
年
之
夏
．
同
平
貞
盛
．
撃
召
将
門
－
之
官
符
一
到
常
陸
国
一
（
輿
「
包
」
は
「
恨
」
の
誤
り
か
）

ロ
イ
ゼ
ン
　
（
以
前
）

「
先
」
字
〓
例
は
、
「
マ
ヅ
」
六
例
、
「
サ
キ
」
三
例
、
「
サ
キ
ダ
ツ
」
一
例
、
字
音
「
セ
ン
」
一
例
で
あ
り
、
「
前
」
字
二
八
例
は
、
「
マ

へ
」
一
二
例
、
「
サ
キ
」
五
例
、
地
名
「
寺
前
（
エ
サ
キ
）
」
一
例
、
字
音
「
ゼ
ン
」
　
〓
例
で
あ
る
が
、
こ
の
両
字
に
形
式
名
詞
「
サ
キ
」
「
マ

へ
」
は
存
し
な
い
。
只
、
「
以
前
（
イ
ゼ
ン
）
」
四
例
は
二
合
し
て
「
サ
キ
」
と
訓
ず
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
形
式
名
詞
に
準
じ
て
こ
こ
に
掲
げ

た
。
「
～
（
よ
り
）
前
」
　
の
意
で
あ
る
。

、

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

一

⑮
仇
将
門
告
－
人
以
前
同
年
十
月
十
七
日
．
火
急
上
道
．

（90）

ロ
ウ
チ
　
（
内
）

「
内
」
字
全
三
二
例
は
、
「
ウ
チ
」
　
〓
例
、
地
名
「
河
内
（
カ
ウ
チ
）
」
一
例
、
字
音
「
ナ
イ
」
二
〇
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
厭
内
（
ソ

ノ
ウ
チ
ニ
）
」
四
例
な
ど
を
除
く
と
、
連
用
修
飾
句
を
構
成
す
る
形
式
名
詞
は
三
例
で
あ
る
。
用
例
⑯
な
ど
二
例
は
、
時
間
的
な
「
範
囲
内
」

の
意
を
表
す
が
、
用
例
⑰
は
数
量
的
な
「
範
囲
内
」
　
の
如
く
で
あ
る
。

．

．

」

T

　

　

　

　

　

　

マ

リ

⑩
但
一
月
之
内
只
有
一
時
之
休
－
（
堕

和
化
漢
文
に
於
け
る
形
式
名
詞
の
新
生
と
分
化
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

カ

l

J

T

　

ノ

　

リ

ヨ

H

ノ

ヤ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

l

、

ソ

⑰
七
八
膿
内
．
所
被
虜
掠
一
難
物
資
具
三
千
徐
端
．
（
1
2
6
）

ロ
コ
ロ
ホ
ヒ
　
（
比
）

「
比
」
字
八
例
の
内
訳
は
、
「
コ
ロ
ホ
ヒ
」
三
例
、
「
ナ
ラ
ブ
」
一
例
、
字
音
・
音
仮
名
「
ヒ
」
　
四
例
で
あ
る
。
「
コ
ロ
ホ
ヒ
」
　
の
う
ち
「
而

比
（
シ
カ
ル
コ
ロ
ホ
ヒ
こ
）
」
一
例
を
除
く
と
、
対
象
は
次
例
の
み
で
あ
る
。
「
時
分
」
　
の
意
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

レ

ウ

　

ー

　

　

テ

　

ハ

ウ

ニ

セ

ん

ケ

イ

　

ヲ

レ

リ

　

　

ニ

⑱
清
廉
之
比
．
宿
於
抱
室
一
種
杢
之
名
取
於
同
烈
一
（
1
9
3
）

ロ
ッ
イ
デ
　
（
次
）

「
次
」
字
一
五
例
は
、
「
ツ
イ
デ
」
九
例
、
「
ツ
ギ
」
二
例
、
「
ツ
ギ
ニ
」
一
例
、
「
ツ
グ
」
一
例
、
字
音
「
ジ
」
一
例
で
あ
る
が
、
「
ツ
イ
デ
」

の
う
ち
三
例
は
「
英
次
（
ソ
ノ
ツ
イ
デ
ニ
）
」
　
で
あ
る
か
ら
、
対
象
は
六
例
で
あ
る
。

テ

ニ

カ

サ

ム

ノ

　

　

　

　

ヲ

　

チ

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

ヲ

　

l

l

司

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

⑩
仇
欲
逃
　
彼
介
猫
之
身
一
便
開
国
鹿
西
方
之
陣
一
令
出
彼
介
】
之
次
千
絵
人
之
兵
．
皆
免
鷹
前
之
鵠
命
一
急
成
出
籠
一
之
鳥
羽
一
（
輿
「
羽
」
は

「
歓
」
　
の
誤
り
か
）

右
例
は
、
将
門
が
下
野
の
国
衛
に
お
い
て
叔
父
の
介
良
兼
を
包
囲
し
た
際
に
、
西
方
の
陣
を
開
い
て
彼
一
人
を
逃
が
そ
う
と
し
た
場
面
で

あ
る
が
、
良
兼
が
抜
け
出
た
「
折
、
そ
れ
に
引
き
続
い
て
」
千
余
の
兵
士
が
逃
れ
出
た
、
の
如
く
に
分
析
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
「
時
節
」
と

「
継
続
」
と
を
兼
ね
合
わ
せ
た
よ
う
な
意
味
合
い
と
な
る
。

ロ
ト
キ
　
（
時
）

「
時
」
字
五
一
例
は
、
字
音
「
ジ
」
五
例
以
外
は
総
て
「
ト
キ
」
と
訓
ず
る
。
只
、
接
続
詞
「
千
時
・
時
（
ト
キ
こ
）
」
が
二
九
例
（
後
者
は

二
例
）
拾
わ
れ
る
の
で
、
連
用
修
飾
句
を
構
成
す
る
形
式
名
詞
は
七
例
で
あ
る
。

テ

ニ

　

　

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヌ

⑳
愛
新
皇
之
陣
．
就
跡
t
追
来
之
嘲
．
貞
盛
秀
郷
為
憲
等
之
伴
類
二
千
九
百
人
皆
遁
去
．
（
型

ワ

レ

　

　

　

l

l

ヨ

　

ス

⑳
予
在
世
之
時
．
不
修
一
善
一
（
5
3
9
）

用
例
⑳
の
よ
う
に
、
行
為
の
行
わ
れ
る
「
時
点
」
の
意
を
示
す
こ
と
が
多
い
（
五
例
）
が
、
用
例
㊧
の
「
在
世
」
の
如
く
幅
の
あ
る
時
間
を



指
す
も
の
も
あ
る
。

ロ
ナ
カ
　
（
中
）

「
中
」
字
四
七
例
の
内
訳
は
、
「
ナ
カ
」
一
四
例
、
「
ナ
カ
ゴ
ロ
」
二
例
、
「
就
中
（
ナ
カ
ン
ヅ
ク
ニ
）
」
二
例
、
「
大
中
臣
（
オ
ホ
ナ
カ
ト
ミ
）
」

一
例
、
字
音
「
チ
ウ
」
二
〇
例
で
あ
る
。
「
ナ
カ
」
は
、
主
に
人
と
人
と
の
「
関
係
・
間
柄
」
、
空
間
的
な
「
範
囲
内
」
の
意
を
表
す
が
、
殊

に
時
間
的
意
味
用
法
が
見
受
け
ら
れ
な
い
点
に
、
類
義
語
「
ウ
チ
」
と
の
異
な
り
が
窺
わ
れ
る
。
但
し
、
こ
こ
で
は
連
用
修
飾
句
を
構
成
す

る
も
の
の
、
用
例
⑳
の
よ
う
に
用
言
に
返
読
す
る
も
の
（
〓
例
）
な
ど
を
除
く
た
め
、
形
式
名
詞
と
し
て
取
り
上
げ
る
も
の
は
僅
か
に
二
例

（
用
例
⑳
・
㊧
）
　
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
例
に
は
疑
義
が
存
す
る
。

二

テ

　

　

　

テ

　

　

　

カ

タ

キ

レ

ヌ

ノ

」

⑳
貞
盛
幸
有
天
命
一
免
呂
布
之
鏑
一
遁
隠
山
中
一
（
2
1
1
）

ノ

」

　

　

ノ

　

メ

リ

　

こ

⑳
千
時
一
津
中
孟
－
冬
日
臨
黄
昏
一
（
堕
「
津
」
は
「
律
」
の
誤
り
か
、
「
中
」
は
「
ア
タ
ル
」
か
）

ノ

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

カ

l

」

↓

　

ヒ

タ

H

ソ

㊧
陣
頭
多
治
経
明
．
坂
上
遂
高
等
之
中
．
追
領
彼
女
】
　
（
輿
「
中
」
は
楊
守
敬
本
に
「
陳
（
陣
の
誤
写
）
中
」
と
あ
り
）

ロ
ノ
チ
　
（
後
）

「
後
」
字
三
一
例
は
、
「
ノ
チ
」
一
七
例
、
「
ウ
シ
ロ
」
六
例
、
字
音
「
ゴ
・
コ
ウ
」
八
例
で
あ
る
が
、
「
然
後
（
シ
カ
シ
テ
ノ
チ
）
」
三
例
、
「
靡

後
（
ソ
ノ
ノ
チ
）
」
三
例
な
ど
を
除
く
と
、
連
用
修
飾
句
を
構
成
す
る
形
式
名
詞
「
ノ
チ
」
は
四
例
で
あ
る
。
構
文
的
に
は
、
用
言
が
（
接
続
助

詞
「
テ
」
を
介
し
て
）
承
接
す
る
も
の
（
用
例
⑳
な
ど
三
例
）
と
、
体
言
が
（
格
助
詞
「
ノ
」
を
介
し
て
）
承
接
す
る
も
の
（
用
例
⑳
）
と
が
見
ら

れ
る
。

テ

　

ニ

　

ー

l

l

　

ス

　

ノ

ヲ

⑳
即
日
相
模
一
掃
本
邑
一
之
後
．
未
休
馬
蹄
一
（
4
1
g
）

ヌ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

ー

　

　

テ

　

　

　

　

ヒ

ト

　

モ

　

　

　

　

　

テ

　

ヲ

⑳
以
去
天
慶
元
年
六
月
中
旬
二
属
下
之
後
．
懐
官
符
一
雄
相
礼
一
両
件
将
門
弥
．
施
逆
心
－
（
型

ロ
ホ
ド
　
（
程
）

「
程
」
字
七
例
は
、
総
て
形
式
名
詞
「
ホ
ド
」
で
あ
っ
て
、
殆
ど
が
「
時
節
・
時
分
」
の
意
と
考
え
ら
れ
る
が
、

和
化
漢
文
に
於
け
る
形
式
名
詞
の
新
生
と
分
化
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

セ

ム

　

　

　

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ

ウ

ス

ヒ

　

　

　

　

　

　

カ

ム

⑳
凡
領
八
国
一
之
程
．
一
朝
之
軍
政
来
者
．
足
柄
碓
氷
．
園
二
関
壷
田
禦
坂
東
t
　
（
輿
「
政
」
は
「
攻
」
の
誤
り
か
）

用
例
⑳
の
よ
う
に
、
「
ア
ヒ
ダ
」
の
「
継
続
」
の
意
味
用
法
に
近
似
し
た
も
の
（
二
例
）
も
看
取
さ
れ
る
。

こ

ユ

ク

　

」

　

　

　

　

ノ

　

ニ

ヲ

ソ

ヒ

ル

　

　

ノ

ニ

⑳
千
時
】
貞
盛
秀
郷
等
．
就
樅
一
征
之
程
．
同
日
未
申
剋
許
．
襲
到
於
川
口
村
一
（
竺

三
八

（
2
）
利
益
・
目
的
・
原
因
な
ど
を
示
す
も
の

ロ
タ
メ
　
（
為
）

「
為
」
字
全
七
七
例
に
、
字
音
「
ヰ
」
の
確
例
（
1
5
9
行
訓
注
例
は
可
能
性
あ
り
）
は
な
く
、
従
っ
て
殆
ど
が
和
訓
を
担
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
タ
メ
」
二
八
例
、
「
為
憲
（
タ
メ
ノ
リ
）
」
六
例
、
「
ス
」
二
四
例
、
「
シ
テ
」
四
例
、
「
ナ
ス
」
六
例
、
「
ナ
ル
」
三
例
、
「
将
為
（
マ
サ
ナ
リ
）
」

一
例
、
「
タ
リ
」
二
例
、
「
ラ
ル
〓
例
、
「
以
為
（
オ
ム
ミ
ラ
ク
）
〓
例
の
如
く
、
そ
の
種
類
は
多
い
。
「
タ
メ
」
は
何
れ
も
名
詞
か
活
用
語
の

連
体
形
が
、
助
詞
「
ノ
」
「
ガ
」
を
介
し
て
承
接
す
る
形
式
名
詞
と
さ
れ
る
が
、
う
ち
二
例
は
連
体
修
飾
句
を
構
成
す
る
の
で
除
外
さ
れ
る
。

意
味
用
法
の
観
点
か
ら
、
「
原
因
」
を
示
す
も
の
（
用
例
⑳
な
ど
一
二
例
）
、
「
目
的
」
を
示
す
も
の
（
用
例
⑳
な
ど
〓
例
）
、
「
～
に
と
っ
て
は
」

の
如
き
意
味
を
表
す
も
の
（
用
例
⑳
な
ど
三
例
）
　
に
三
分
さ
れ
る
。

ノ

ル

　

　

　

　

ー

　

ノ

　

　

　

　

レ

ヌ

⑳
所
遺
一
民
家
．
為
仇
一
皆
悉
焼
亡
．
（
1
1
9
）

」

カ

レ

　

カ

ヲ

　

ス

ヒ

ト

　

　

ニ

⑳
然
－
而
為
鎮
彼
此
之
乱
一
欲
向
相
武
蔵
国
】
者
．
（
堅

．

．

」

T

　

ナ

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

レ

　

　

　

　

ヲ

⑪
凡
為
国
一
成
宿
世
之
敵
一
刹
那
一
温
暴
悪
之
行
二
隷
・
掴
）

（
3
）
様
態
を
示
す
も
の

ロ
ヤ
ウ
　
（
様
）

「
様
」
字
は
、
唯
一
次
の
例
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

コ

、

ロ

ミ

ニ

ユ

　

ヲ

　

　

　

ニ

　

　

　

キ

⑳
玄
明
誠
　
聞
此
由
於
将
門
元
有
可
被
合
力
乏
固
（
興
「
誠
」
は
「
試
」
の
誤
り
か
）

玄
明
の
言
上
に
対
す
る
将
門
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
ら
、
単
な
る
「
様
子
」
で
は
な
く
返
答
の
「
内
容
」
の
意
で
、
む
し
ろ
「
言
葉
」



に
近
い
意
味
合
い
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
楊
守
敬
本
の
「
様
」
字
右
傍
に
、
「
語
」
と
あ
る
こ
と
も
参
考
と
な
る
。
『
観
智
院
本
注
好

運
』
に
一
〇
例
存
す
る
（
後
掲
（
表
I
V
参
照
）
、
会
話
な
ど
を
引
用
す
る
用
法
は
看
取
さ
れ
な
い
。

［
C
］
並
立
語
・
接
続
語
の
関
係
に
移
行
し
た
も
の

（
1
）
添
加
を
示
す
も
の

ロ
ウ
へ
　
（
上
）

「
上
」
字
全
六
一
例
は
、
「
ウ
へ
」
　
〓
例
、
「
坂
上
遂
高
（
サ
カ
ノ
ウ
へ
ノ
ト
ゲ
タ
カ
）
」
二
例
、
「
カ
ミ
」
四
例
、
「
上
総
（
カ
ム
ツ
サ
）
」
一

〇
例
、
「
上
毛
野
（
カ
ム
ツ
ケ
ノ
）
」
二
例
、
「
上
野
（
カ
ム
ツ
ケ
）
」
一
例
、
「
ノ
ボ
ル
」
五
例
、
「
ア
グ
」
三
例
、
字
音
「
ジ
ヤ
ウ
」
二
二
例
と

し
て
用
い
ら
れ
る
。
形
式
名
詞
「
ウ
ヘ
」
は
四
例
で
、
何
れ
も
「
添
加
」
の
意
を
表
し
て
い
る
が
、
用
例
⑳
の
「
兄
弟
」
に
「
因
縁
」
を
「
添

加
」
す
る
も
の
の
よ
う
に
、
単
語
レ
ベ
ル
の
も
の
も
三
例
存
す
る
。
句
・
文
レ
ベ
ル
の
「
添
加
」
例
は
、
用
例
⑭
の
み
で
あ
る
。

」

⑳
而
介
艮
兼
朝
臣
与
良
正
一
兄
弟
之
上
乍
両
一
彼
常
陸
前
操
源
護
之
因
縁
也
．
（
竺

カ

ー

　

　

　

　

　

テ

㊧
随
兵
少
上
．
用
意
皆
下
．
只
負
楯
一
還
．
（
塑

（
2
）
事
態
の
展
開
を
示
す
も
の

ロ
ト
コ
ロ
　
（
処
）

「
処
」
字
四
例
は
、
「
宿
処
」
「
遁
処
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
「
場
所
」
の
意
を
表
す
（
「
所
」
字
で
は
、
「
ト
コ
ロ
」
三
八
例
中

五
例
存
す
る
）
。
「
所
」
字
の
よ
う
な
、
活
用
語
が
返
読
し
て
「
ト
コ
ロ
」
を
連
体
修
飾
す
る
も
の
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
。
但
し
、
次
の
一
例

は
時
間
的
意
味
用
法
の
如
く
に
解
せ
ら
れ
、
又
接
続
助
詞
的
な
用
法
（
順
接
）
を
表
す
形
式
名
詞
の
萌
芽
的
な
も
の
と
も
見
倣
す
こ
と
が
で
き

る
。シ

　

　

　

ノ

l

J

T

⑳
尚
懐
－
懸
処
元
相
逢
之
期
一
（
1
3
1
）

和
化
漢
文
に
於
け
る
形
式
名
詞
の
新
生
と
分
化
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
3
）
原
因
・
理
由
を
示
す
も
の

ロ
ア
ヒ
ダ
　
（
間
）

「
原
因
・
理
由
」
を
示
す
「
ア
ヒ
ダ
」
は
、
先
述
の
よ
う
に
五
例
拾
わ
れ
る
。
時
間
的
意
味
用
法
と
の
判
別
が
難
し
い
も
の
　
（
二
例
）
　
も
あ

る
。
例
え
ば
、
用
例
⑳
は
前
件
「
正
任
の
国
司
が
ま
だ
着
任
し
な
い
」
と
後
件
「
む
り
に
入
部
し
よ
う
と
し
た
」
と
の
間
に
、
「
継
続
（
～
う

ち
に
）
」
　
の
用
法
と
「
原
因
・
理
由
（
～
の
で
）
」
　
の
用
法
と
の
二
様
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
逆
接
的
な
「
～
の
に
」
と
い
っ
た
意

も
想
定
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

ノ

　

　

　

　

　

レ

　

　

　

　

　

ヲ

シ

シ

テ

ス

ル

⑳
而
件
権
守
正
任
．
未
到
乏
聞
．
推
　
擬
入
部
一
者
（
型

用
例
⑳
な
ど
二
例
は
、
明
ら
か
に
「
原
因
・
理
由
」
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
用
例
⑳
は
前
件
「
対
画
し
よ
う
と
す
る
」
と
後

「〓）

件
「
良
正
も
将
門
の
次
の
伯
父
で
あ
る
」
と
が
全
く
無
関
係
で
あ
っ
て
、
正
に
形
式
的
な
用
法
と
察
せ
ら
れ
る
。

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

」

↓

⑰
而
恒
例
兵
衆
．
八
千
余
人
未
来
集
一
之
間
．
膏
所
率
一
四
百
余
人
也
．
（
輿
「
膏
」
は
補
入
、
見
消
字
あ
り
）

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

ノ

⑳
乃
．
擬
封
画
】
之
矧
．
故
上
総
介
．
高
望
王
之
妾
子
平
良
正
亦
将
門
次
之
伯
父
也
．
（
竺

『
真
福
寺
本
将
門
記
』
に
看
取
さ
れ
る
形
式
名
詞
は
、
以
上
に
示
し
た
如
く
で
あ
る
。
種
類
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
今
般
、
峰
岸
博

士
の
指
摘
の
な
か
っ
た
「
イ
ゼ
ン
（
以
前
）
」
「
コ
ロ
ホ
ヒ
（
比
）
」
「
モ
ノ
（
者
）
」
の
三
語
を
も
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
が
、
逆
に
指
摘
の
あ
っ

た
「
オ
モ
ム
キ
（
趣
）
」
「
デ
ウ
（
条
）
」
「
マ
へ
（
前
）
」
の
三
語
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
形
式
名
詞
が
各
時

代
・
各
資
料
を
通
し
て
、
均
一
に
用
い
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
如
く
に
推
察
さ
れ
る
。
意
味
用
法
に
、
史

（12）

的
変
遷
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
形
式
名
詞
の
存
在
も
亦
、
そ
の
裏
付
け
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

加
え
て
、
特
に
分
類
［
A
］
　
［
B
］
の
内
部
に
於
い
て
は
、
類
義
の
意
味
用
法
を
表
す
各
形
式
名
詞
が
、
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
を
巧

み
に
叙
述
に
活
か
さ
れ
て
い
る
様
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
た
。



尚
、
『
真
福
寺
本
将
門
記
』
に
は
、
こ
の
外
に
「
原
因
・
理
由
」
を
表
す
形
式
名
詞
「
ユ
ヱ
（
故
）
」
が
割
注
に
二
例
（
「
故
」
字
「
九
例
の
内

訳
は
、
文
頭
「
ユ
ヱ
こ
」
一
三
例
、
「
ユ
ヱ
」
三
例
、
字
音
「
コ
」
三
例
）
存
す
る
。

レ

　

ニ

ー

　

　

　

ト

ノ

如

　

　

　

　

　

　

　

ル

カ

ー

　

　

　

　

テ

ト

⑳
有
春
節
一
散
．
云
嘉
禾
軍
也
．
以
二
月
十
四
日
一
逝
過
故
．
言
桂
月
兼
隠
一
也
．
（
輿
割
注
）

他
に
、
「
イ
タ
リ
（
至
）
」
「
カ
ギ
リ
（
限
）
」
「
サ
カ
リ
（
盛
）
」
「
シ
タ
（
下
）
」
「
セ
ツ
（
節
）
」
「
ソ
ト
（
外
）
」
「
ハ
ジ
メ
（
初
）
」
な
ど
も

拾
わ
れ
る
が
、
今
般
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

四
、
形
式
名
詞
の
新
生
と
分
化

I
、
形
式
名
詞
の
通
時
的
検
討

そ
こ
で
、
次
に
前
節
に
述
べ
た
『
真
福
寺
本
将
門
記
』
に
加
え
、
平
安
初
期
以
前
の
資
料
か
ら
『
古
事
記
』
『
風
土
記
』
『
日
本
霊
異
記
』

を
、
平
安
中
期
以
降
の
資
料
か
ら
は
『
貞
信
公
記
』
『
真
福
寺
本
尾
張
国
解
文
』
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
『
観
智
院
本
注
好
選
』
を
取
り
上
げ
、

所
用
の
形
式
名
詞
の
適
時
的
検
討
を
行
っ
た
。
抽
出
の
規
準
・
方
法
は
、
同
前
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
、
〈
表
I
〉
「
和
化
漢
文
の
形
式
名
詞
」

に
示
す
如
く
で
あ
る
。

本
表
を
瞥
見
し
て
直
ち
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
、
平
安
初
期
以
前
の
資
料
と
平
安
中
期
以
降
の
資
料
と
で
、
使
用
さ
れ
る
形
式
名
詞
の
種

類
・
用
法
に
大
き
な
差
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
多
少
の
出
入
り
は
あ
る
も
の
の
、
前
者
が
「
コ
ト
」
「
サ
マ
・
カ
タ
チ
」
「
ト

（13）

コ
ロ
（
所
）
」
「
モ
ノ
」
「
ア
ヒ
ダ
（
時
間
的
・
空
間
的
意
味
用
法
）
」
「
ウ
チ
」
「
サ
キ
」
「
ト
キ
」
「
ナ
カ
」
「
ノ
チ
」
「
ホ
カ
」
「
マ
へ
」
「
タ
メ
」
な

ど
、
『
日
本
霊
異
記
』
の
み
に
看
取
さ
れ
る
も
の
（
「
モ
ノ
」
「
ホ
カ
」
）
や
、
少
用
の
も
の
ま
で
合
わ
せ
て
も
一
三
語
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、

後
者
で
は
更
に
「
ム
ネ
」
「
ヨ
シ
」
「
コ
ロ
ホ
ヒ
」
「
ツ
イ
デ
」
「
ホ
ド
」
「
ヤ
ウ
」
「
ウ
ヘ
」
「
ト
コ
ロ
（
処
）
」
「
ア
ヒ
ダ
（
接
続
助
詞
的
用
法
）
」

な
ど
、
そ
れ
以
前
に
は
存
し
な
か
っ
た
多
様
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
認
め
ら
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
の
変
容
は
、
分
類
［
A
〓
B
］

［
C
］
そ
れ
ぞ
れ
に
満
遍
な
く
拾
わ
れ
る
の
で
、
形
式
名
詞
全
体
に
及
ぶ
量
的
・
質
的
な
変
容
で
あ
っ
て
、
正
に
形
式
名
詞
の
「
新
生
」
と

和
化
漢
文
に
於
け
る
形
式
名
詞
の
新
生
と
分
化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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∴
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。
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※

「
分
化
」
の
如
く
に
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
分
類
［
C
］
の
言
わ
ば
接
続
助
詞
的
用
法
は
、
名
詞
と
し
て
の
実
質
的
な
意
味
を
喪
失
し

た
形
式
名
詞
が
、
更
に
接
続
語
に
近
い
職
能
を
有
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
、
象
徴
的
な
意
味
に
於
け
る
「
平
安
中
期
」
（
以
下
、
同
）
以
降
に

「
新
生
」
「
分
化
」
し
た
全
く
新
し
い
用
法
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

和
化
漢
文
に
於
け
る
形
式
名
詞
の
新
生
と
分
化
に
つ
い
て
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Ⅱ
、
『
平
安
遺
文
』
に
よ
る
時
期
の
推
定

前
節
に
見
た
、
形
式
名
詞
の
「
平
安
中
期
」
以
降
の
「
新
生
」
と
「
分
化
」
は
、
実
際
に
は
平
安
中
期
に
突
然
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

各
語
毎
に
若
干
の
遅
速
を
以
て
、
徐
々
に
進
行
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
『
平
安
遺
文
』
を
資
料
と
し
て
、
か
か
る
変
容
の
時
期
の
推
定
を
試
み
る
。
調
査
の
対
象
は
延
暦
年
間
か
ら
長
保
年
間
と

し
、
西
暦
八
五
〇
年
、
九
〇
〇
年
、
九
五
〇
年
を
お
よ
そ
の
目
安
と
し
て
、
便
宜
的
に
そ
の
内
部
を
∴
延
暦
－
嘉
祥
］
［
仁
寿
－
昌
泰
］
［
延

喜
－
天
慶
］
　
［
天
暦
－
長
保
］
　
の
よ
う
に
四
期
に
区
分
し
て
あ
る
。

そ
の
結
果
は
、
（
表
H
V
「
平
安
遺
文
の
形
式
名
詞
」
に
示
し
た
如
く
、
大
筋
に
於
い
て
は
「
平
安
中
期
」
が
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
の

如
く
に
判
断
さ
れ
る
も
の
の
、
子
細
に
見
る
と
、
各
形
式
名
詞
の
初
出
の
時
期
に
猶
微
妙
な
ズ
レ
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
・
。
即
ち
、
管
見

に
入
っ
た
対
象
一
二
語
の
初
出
例
に
は
、
平
安
初
期
九
世
紀
初
頭
か
ら
平
安
中
期
十
世
紀
末
葉
ま
で
、
約
一
八
〇
年
の
幅
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
「
ア
ヒ
ダ
」
「
ト
コ
ロ
」
に
関
し
て
は
、
［
仁
寿
－
昌
泰
］
期
に
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
に
徴
し
て
、
一
般
的
と
な
る
の
は
、

（14）

や
は
り
平
安
中
期
延
喜
年
間
以
降
（
用
例
㊤
⑳
）
か
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
の
ズ
レ
幅
は
約
一
二
〇
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

□
［
延
暦
1
嘉
祥
］
期
　
－
　
「
ア
ヒ
ダ
（
間
）
」
「
ト
コ
ロ
　
（
処
）
」

⑳
然
遣
春
米
未
運
進
之
聞
、
且
奉
上
如
件
、
（
五
百
井
女
王
家
施
入
状
、
弘
仁
六
年
（
聖
）

⑪
其
後
麻
毛
利
宿
禰
一
女
子
佐
伯
氏
子
居
住
彼
寺
、
而
不
治
之
岡
、
令
破
壊
数
屋
、
責
費
邪
心
、
（
佐
伯
院
付
属
状
、
延
喜
五
年
（
貼
）
）

⑫
任
大
師
遺
告
、
執
行
寺
務
之
坤
以
去
七
月
廿
五
日
大
国
・
川
合
両
庄
司
坂
田
艮
成
進
於
本
寺
解
上
云
、
（
民
部
省
符
案
、
承
和
一
一
年
（
腫
）
）

⑬
至
干
今
日
、
更
無
相
論
之
地
、
今
俄
被
致
如
此
非
埋
妨
之
条
有
何
故
乎
、
（
伊
勢
太
神
宮
司
牒
案
、
延
長
三
年
へ
響
）

□
［
仁
寿
－
昌
泰
］
期
　
－
　
「
ヨ
シ
（
由
）
」
「
ウ
ヘ
　
（
上
）
」

⑭
具
注
為
同
宗
之
面
、
即
十
九
年
七
月
十
日
進
上
之
臭
、
（
讃
岐
国
司
解
、
貞
観
九
年
（
附
）
）

⑮
而
元
清
憤
非
寛
大
之
劃
、
多
有
不
宜
者
、
（
禅
林
寺
式
、
貞
観
十
年
入
相
）
）



口
［
延
喜
－
天
慶
］
期
1
「
デ
ウ
（
条
）
」
「
ム
ネ
（
旨
）
」
「
ツ
イ
デ
（
次
）
」

⑳
今
俄
被
致
如
此
非
理
妨
之
剰
有
何
故
乎
、
（
伊
勢
大
神
宮
司
牒
案
、
延
長
三
年
（
響
）

⑰
妄
令
虜
掠
以
前
相
博
田
之
卑
更
不
知
其
理
、
（
同
右
）

⑳
又
朱
雀
院
太
上
天
皇
行
幸
樽
悌
之
喝
以
去
昌
泰
二
年
宛
賜
料
物
、
（
神
護
寺
実
録
帳
写
、
承
平
元
年
〈
竪

□
［
天
暦
－
長
保
］
期
1
「
オ
モ
ム
キ
（
趣
）
」
「
コ
ロ
ホ
ヒ
（
比
）
」
「
ホ
ド
（
程
）
」

⑳
而
臨
成
熟
之
期
、
忽
有
横
妨
、
其
妨
之
嘩
或
人
々
為
労
済
、
得
意
者
、
廻
左
右
謀
計
所
横
妨
也
、
（
藤
原
公
忠
解
、
康
保
三
年
〈
讐

⑳
因
之
以
去
夏
之
碑
文
□
所
槍
皮
可
運
上
之
由
、
度
々
差
遣
使
者
、
（
清
胤
王
書
状
、
康
保
三
年
〈
讐

◎
貴
子
之
夫
故
物
部
茂
興
存
生
之
間
、
借
用
米
二
斜
五
斗
未
塀
返
之
嘩
其
身
死
去
、
（
内
蔵
貴
子
解
、
長
徳
三
年
〈
讐

尚
、
『
寧
楽
遺
文
』
に
よ
れ
ば
、
「
ア
ヒ
ダ
」
「
ヨ
シ
」
「
ム
ネ
」
の
三
語
に
つ
い
て
は
、
諸
国
の
田
券
な
ど
古
文
書
に
お
い
て
、
更
に
初
出

の
時
期
を
遡
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
で
あ
る
が
、
分
量
も
極
く
僅
か
で
、
必
ず
し
も
典
型
的
な
も
の
で
は
な
い
た
め
、
所
謂
形
式
名
詞

的
用
法
の
「
萌
芽
」
「
徴
候
」
の
如
く
に
考
え
ら
れ
る
。

◎
一
度
病
臥
未
療
之
聞
不
参
向
、
但
便
進
上
、
（
越
前
国
諸
荘
荘
券
、
天
平
神
護
二
年
（
7
6
6
〉
）

⑳
従
元
零
落
、
彼
此
秋
収
不
便
、
因
玄
嘗
授
田
時
、
論
可
相
換
輿

l
（
伊
賀
国
柘
植
郷
等
田
券
、
天
平
神
護
三
年
〈
讐

⑭
亦
知
三
玄
五
経
之
可
並
照
天
文
地
理
之
道
、
（
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
）

五
、
む
す
び

以
上
、
和
化
漢
文
の
形
式
名
詞
を
適
時
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
と
も
と
質
的
・
量
的
に
極
め
て
簡
素
で
あ
っ
た
和
化
漢
文
の

形
式
名
詞
が
、
「
平
安
中
期
」
を
中
心
と
し
た
百
数
十
年
の
間
に
、
次
第
に
「
新
生
」
「
分
化
」
し
て
様
々
な
種
類
と
用
法
と
を
獲
得
す
る
に

至
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
本
稿
の
主
た
る
目
的
が
そ
の
時
期
の
推
定
に
あ
っ
た
が
た
め
に
、
些
か
数
量
的
な
面
か
ら
の
分

和
化
漢
文
に
於
け
る
形
式
名
詞
の
新
生
と
分
化
に
つ
い
て
四
五
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四
六

析
に
傾
き
、
微
妙
な
意
味
用
法
の
「
新
生
」
と
「
分
化
」
と
を
十
分
に
は
描
き
切
れ
な
か
っ
た
憾
み
が
残
る
が
、
そ
の
全
体
像
の
素
描
は
お

よ
そ
達
成
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

し
か
し
て
、
問
題
は
「
新
生
」
「
分
化
」
が
行
わ
れ
た
原
因
で
あ
る
。
が
、
前
述
の
変
容
が
、
大
局
的
に
は
同
一
意
味
用
法
（
広
義
）
内
に

於
け
る
類
義
語
の
拡
充
と
、
接
続
助
詞
的
用
法
の
獲
得
と
に
集
約
で
き
る
こ
と
に
徴
す
れ
ば
、
こ
こ
に
和
化
漢
文
を
し
て
微
細
な
内
容
・
複

雑
な
論
理
を
兼
備
し
た
表
現
を
可
能
な
ら
し
め
ん
と
し
た
、
当
代
の
言
語
生
活
者
た
ち
の
意
図
が
働
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
又
、

（15）

形
式
名
詞
の
出
自
に
照
し
て
、
漢
文
訓
読
語
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
状
態
か
ら
、
和
文
語
・
記
録
語
を
も
交
用
す
る
状
態
へ
と
漸
次
推
移

し
て
行
く
様
は
、
そ
の
影
響
も
し
く
は
受
容
の
方
向
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
和
化
漢
文
が
一
個
の
文
体
と
し
て
確

立
す
る
過
程
と
時
期
と
を
憶
測
す
る
上
で
、
．
看
過
で
き
な
い
重
要
な
事
実
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

尚
、
先
の
分
類
［
A
］
　
に
於
い
て
、
活
用
語
が
返
読
し
て
連
体
修
飾
す
る
「
ト
コ
ロ
　
（
所
）
」
、
文
末
表
現
に
使
用
さ
れ
る
「
モ
ノ
（
者
）
」

を
除
く
、
言
わ
ば
「
既
述
の
内
容
を
概
括
的
に
承
け
る
用
法
」
を
持
つ
、
「
コ
ト
（
事
）
」
「
サ
マ
・
カ
タ
チ
・
ジ
ヤ
ウ
（
状
）
」
「
ム
ネ
（
旨
）
」

「
ヨ
シ
（
由
）
」
に
限
定
し
て
、
微
妙
な
意
味
用
法
（
狭
義
）
の
相
違
を
観
察
し
て
み
た
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
名
詞
が
、
必
ず
し
も
単
一
の
意

味
用
法
の
み
を
担
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
例
え
ば
『
古
事
記
』
　
の
「
コ
ト
」
は
、
殆
ど
が
用
例
◎
の
よ
う
な
「
事

実
・
行
為
」
の
意
を
表
す
も
の
（
九
例
）
で
あ
る
が
、
用
例
⑳
の
如
き
「
事
情
・
理
由
」
の
意
と
も
解
さ
れ
る
も
の
（
二
例
）
が
拾
わ
れ
る
し
、

⑮
於
レ
是
、
円
野
比
売
漸
言
、
同
兄
弟
之
中
、
以
二
姿
醜
一
被
レ
還
之
劃
、
聞
レ
於
二
隣
畢
是
、
甚
漸
両
、
（
中
巻
、
紬
）

⑳
唯
大
御
神
之
命
以
、
間
二
賜
僕
之
巽
伊
佐
知
流
之
軍
故
、
白
都
良
久
、
（
上
巻
、
用
）

「
サ
マ
」
も
亦
、
用
例
◎
の
よ
う
な
「
様
子
・
状
態
」
の
意
を
表
す
も
の
二
二
例
）
ば
か
り
で
な
く
、
「
（
言
葉
の
）
内
容
」
の
意
を
表
す
も

の
（
用
例
⑳
な
ど
三
例
）
、
「
方
法
・
手
段
」
　
の
意
を
表
す
も
の
（
用
例
⑳
な
ど
二
例
）
、
「
事
情
・
理
由
」
の
意
を
表
す
も
の
（
用
例
⑳
一
例
）
が

看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

◎
答
日
之
咄
亦
如
こ
天
皇
之
傘
。
（
下
巻
、
型



⑳
余
、
其
倉
大
女
、
聞
二
此
語
草
、
即
追
二
近
御
船
一
、
白
之
状
、
具
如
二
仕
丁
之
声
。
（
下
巻
、
望

⑳
介
、
大
国
主
神
冒
、
然
者
治
奉
之
蛸
奈
何
、
答
言
、
吾
者
、
伊
二
都
岐
奉
干
倭
之
青
垣
東
山
上
t
。
（
上
巻
、
竺

⑳
以
下
為
請
中
将
二
照
往
一
之
蛸
上
参
上
耳
。
（
上
巻
、
型

又
、
『
日
本
霊
異
記
』
の
「
サ
マ
」
に
は
、
「
内
容
」
の
意
を
表
す
も
の
三
例
、
「
様
子
・
状
態
」
の
意
を
表
す
も
の
一
例
の
外
に
、
「
趣
旨
」

（16）

の
意
を
表
す
と
さ
れ
る
も
の
が
一
例
存
す
る
。
「
得
レ
其
為
二
汝
之
身
L
と
い
う
闇
羅
王
の
言
葉
の
「
趣
旨
」
を
、
衣
女
が
そ
の
父
母
に
伝
え

る
場
面
で
あ
る
。

◎
於
レ
此
衣
女
、
貝
陳
二
間
羅
王
詔
状
l
l
（
中
巻
、
第
2
5
線
、
「
貝
」
は
「
具
」
の
誤
り
か
）

（17）

し
か
り
と
す
れ
ば
、
平
安
初
期
以
前
に
於
け
る
形
式
名
詞
「
コ
ト
」
「
サ
マ
」
が
、
既
に
し
て
後
発
の
「
ム
ネ
」
「
ヨ
シ
」
な
ど
に
近
似
す

る
意
味
用
法
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
元
々
か
か
る
多
様
な
意
味
用
法
を
兼
担
し
て
い
た
こ
と
自
体
に
、
形
式

名
詞
の
「
分
化
」
の
抑
も
の
内
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

但
し
、
右
は
僅
か
に
分
類
［
A
］
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
。
形
式
名
詞
の
「
新
生
」
「
分
化
」
に
つ
い
て
の
全
容
の
解
明

は
、
後
考
に
侯
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

峰
岸
明
「
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
変
体
漢
文
の
影
響
に
つ
い
て
－
扇
巴
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
－
」
（
国
語
学
三
六
、
一
九
五
九
年
三
月
）
、
丸
山
諒

男
「
接
続
助
詞
的
な
『
間
（
あ
ひ
だ
）
』
に
つ
い
て
」
（
大
東
文
化
大
学
紀
要
・
文
学
部
三
、
一
九
六
五
年
一
月
）
、
下
河
部
行
輝
「
太
平
記
の
文
体

1
両
』
と
遠
』
－
」
（
国
語
学
研
究
六
、
一
九
六
六
年
一
〇
月
）
、
原
田
芳
起
「
万
葉
集
の
『
問
』
字
の
訓
義
を
め
ぐ
っ
て
ー
接
続
形
態
冨
ひ
だ
に
』

這
ど
に
』
に
つ
い
て
の
語
衆
論
的
考
察
－
」
（
樟
蔭
国
文
学
二
、
一
九
七
四
年
三
月
）
、
拙
稿
「
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
『
間
』
の
成
立
」
（
国
語
学
一
二

八
、
一
九
八
二
年
三
月
）
、
山
内
貴
子
「
『
間
』
と
『
程
』
－
芸
喜
物
語
』
を
中
心
と
し
た
そ
の
意
味
と
文
体
－
」
（
大
阪
大
学
・
語
文
四
〇
、
一
九
八
二
年

二
月
）
、
辻
田
昌
三
「
あ
ひ
だ
（
間
）
」
（
国
語
語
彙
史
の
研
究
七
、
一
九
八
六
年
一
二
月
）
、
船
城
俊
太
郎
「
間
（
あ
ひ
だ
）
の
〝
分
布
″
」
（
国
語

和
化
漢
文
に
於
け
る
形
式
名
詞
の
新
生
と
分
化
に
つ
い
て



鎌
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時
　
代
　
語
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学
一
五
六
、
一
九
八
九
年
三
月
）
　
な
ど
。

（
2
）
　
青
木
孝
「
吾
妻
鏡
に
見
え
る
『
虞
（
処
）
・
所
（
巧
）
』
両
字
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
ー
接
続
助
詞
的
に
用
い
ら
れ
た
『
虞
』
字
を
中
心
と
し
て

と
こ
ろ

ー
　
」
（
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
二
八
、
一
九
七
四
年
一
一
月
）
、
小
山
登
久
「
公
家
日
記
に
見
え
る
『
所
　
（
処
）
』
字
の
用
法
に
つ
い
て
－

と
こ
ろ

－
平
安
時
代
の
資
料
を
対
象
に
－
」
（
国
語
国
文
四
六
－
四
、
一
九
七
七
年
四
月
）
、
同
「
公
家
日
記
に
見
え
る
『
所
（
処
）
』
字
の
用
法
に
つ
い
て
（
続
）
」

（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要
、
国
語
・
国
文
掌
編
二
l
、
∵
九
七
八
年
三
月
）
、
沖
森
卓
也
「
上
代
文
献
に
お
け
る
『
所
』
字
に
つ
い

て
」
　
（
国
語
と
国
文
学
五
五
－
三
、
一
九
七
八
年
三
月
）
な
ど
。
、

（
3
）
　
山
口
佳
紀
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
基
調
に
つ
い
て
ー
扇
（
ヨ
シ
）
』
爪
用
法
を
通
し
て
ー
」
（
国
語
学
六
七
、
一
九
六
六
年
一
二
月
）
、
小
川
栄
一
「
記

録
体
に
お
け
る
形
式
名
詞
『
由
』
」
（
日
本
語
と
日
本
文
学
一
、
一
九
八
一
年
六
月
）
な
ど
。

（
4
）
　
『
国
語
学
叢
書
、
変
体
漢
文
』
（
東
京
堂
、
一
九
八
六
年
）
　
二
一
七
頁
以
下
。

（
5
）
　
『
岩
波
講
座
日
本
語
、
文
体
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
）
二
〇
四
頁
以
下
。
漢
文
訓
読
語
に
用
い
ら
れ
た
形
式
名
詞
に
つ
い
て
は
、
夙
に
築
島

裕
博
士
が
「
ア
ヒ
ダ
」
「
ウ
シ
ロ
」
「
ウ
チ
」
「
ウ
へ
」
「
カ
タ
」
「
カ
タ
バ
ラ
」
「
カ
ミ
」
「
コ
ト
」
「
シ
タ
」
「
シ
リ
ヘ
」
「
タ
メ
」
「
ト
キ
」
「
ト
コ
ロ
」

「
ナ
カ
」
「
ノ
チ
」
「
ヒ
ト
」
「
ホ
カ
」
「
ホ
ト
リ
」
「
マ
ヘ
」
「
マ
マ
」
「
モ
ノ
」
「
ユ
ヱ
」
「
ヨ
シ
」
の
二
三
語
を
指
摘
し
て
い
る
（
『
平
安
時
代
の
漢
文

訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
三
年
、
三
六
六
貢
以
下
）
。

（
6
）
　
日
本
思
想
大
系
『
古
事
記
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
）
五
三
五
頁
、
類
義
字
一
覧
「
形
状
」
の
項
目
。
『
古
事
記
』
の
「
状
」
字
に
つ
い
て
は
、

他
に
戸
谷
高
明
「
古
事
記
表
現
論
－
蒜
と
の
用
法
－
」
（
学
術
研
究
国
語
国
文
学
三
六
、
一
九
八
八
年
）
が
あ
る
が
、
そ
の
ヨ
ミ
と
し
て
は
黄
近
の

訓
読
の
傾
向
を
採
っ
て
「
サ
マ
」
と
し
て
い
る
。
尚
、
峰
岸
博
士
は
「
状
」
字
の
ヨ
ミ
と
し
て
、
注
（
4
）
文
献
二
一
八
頁
で
は
「
カ
タ
チ
」
、
同
二

五
八
頁
で
は
「
ジ
ヤ
ウ
」
、
注
（
五
）
文
献
二
〇
八
貢
で
は
「
ジ
ヤ
ウ
」
、
の
如
く
二
様
を
示
さ
れ
て
い
る
。
今
は
「
ジ
ヤ
ウ
」
に
従
う
。

（
7
）
　
和
化
漢
文
の
「
所
」
字
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
注
（
2
）
小
山
論
文
に
詳
し
い
。
後
者
で
は
『
将
門
記
』
に
も
言
及
さ
れ
、
「
所
」
字
の
用
法
か
ら

見
て
「
漢
文
体
的
性
格
が
強
く
、
記
録
体
的
性
格
が
は
な
は
だ
弱
い
」
と
し
て
い
る
。
氏
は
、
特
に
「
記
録
体
特
有
の
も
の
」
と
す
る
「
準
体
法
（
文

末
用
法
）
」
と
、
「
関
係
代
名
詞
的
用
法
」
と
の
多
寡
を
以
て
、
右
の
見
解
を
導
か
れ
て
い
る
。
筆
者
（
私
）
の
調
査
（
但
し
、
規
準
は
多
少
異
な
る
）

に
よ
れ
ば
、
用
例
③
の
如
き
文
中
用
法
で
も
あ
る
「
関
係
代
名
詞
的
用
法
」
は
一
三
例
、
用
例
④
の
よ
う
な
「
準
体
法
（
文
中
用
法
）
」
は
一
〇
例
、

「
同
（
文
末
用
法
）
」
は
一
〇
例
で
あ
る
。

（
8
）
　
拙
稿
「
真
福
寺
本
将
門
記
に
於
け
る
助
字
の
訓
法
と
読
添
の
方
法
」
鎌
倉
時
代
語
研
究
一
二
（
一
九
八
九
年
七
月
）
に
お
い
て
詳
述
し
た
。
不
読

ラ

ク

　

　

　

　

　

　

ヘ

ウ

ス

ラ

ク

例
の
う
ち
、
「
云
者
」
（
墜
「
表
　
者
」
（
3
3
7
）
以
外
は
、
何
れ
も
加
点
の
誤
り
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
9
）
　
「
も
の
な
り
」
「
こ
と
な
り
」
表
現
に
つ
い
て
は
、
「
中
世
に
お
け
る
『
こ
と
な
り
』
『
も
の
な
り
』
表
現
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
史
へ
の
道
』
上
、
三



省
堂
、
一
九
八
一
年
）
、
「
『
も
の
な
り
』
表
現
の
系
譜
に
つ
い
て
」
　
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
七
、
一
九
八
四
年
五
月
）
、
「
今
昔
物
語
集
の
表
現
と
原
拠
」

（
鎌
倉
時
代
諸
研
究
九
、
一
九
八
六
年
五
月
）
な
ど
、
東
辻
保
和
氏
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
。
中
世
の
説
話
に
於
い
て
は
「
も
の
な
り
」
よ
り
も
「
こ

と
な
り
」
を
多
用
す
る
こ
と
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
於
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
原
拠
と
の
関
連
を
も
考
慮
す
べ
き
こ
と
、
「
も
の
な
り
」

表
現
の
流
れ
は
仏
教
教
典
に
辿
り
得
る
こ
と
、
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
筆
者
（
私
）
も
亦
、
今
般
の
調
査
に
際
し
て
両
表
現
に
着
目
し
て
み
た

（
但
し
、
文
末
用
法
の
み
）
が
、
用
例
が
皆
無
の
『
古
事
記
』
『
風
土
記
』
を
除
き
、
「
も
の
な
り
」
表
現
が
総
て
に
看
取
さ
れ
、
為
に
こ
れ
が
和
化

漢
文
に
一
般
的
な
表
現
の
如
く
に
理
解
で
き
る
の
に
対
し
て
、
「
こ
と
な
り
」
表
現
は
『
寧
楽
遺
文
』
　
（
一
例
）
、
『
日
本
霊
異
記
』
　
（
二
五
例
）
、
『
貞

信
公
記
』
　
（
二
六
例
）
、
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
　
（
三
例
）
　
の
み
に
拾
わ
れ
る
よ
う
に
、
偏
在
が
確
認
さ
れ
、
更
に
又
『
日
本
霊
異
記
』
『
貞
信
公
記
』

の
二
資
料
に
は
、
「
こ
と
な
り
」
表
現
が
「
も
の
な
り
」
表
現
の
三
倍
程
存
す
る
こ
と
が
判
っ
た
。
東
辻
氏
の
説
と
絡
め
て
、
今
後
検
討
し
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

注
（
3
）
小
川
論
文
に
詳
し
い
。
氏
は
、
ま
ず
和
化
漢
文
の
形
式
名
詞
の
「
由
」
を
、
④
原
因
・
理
由
の
意
味
を
も
つ
も
の
⑤
内
容
・
趣
旨
の
意
味

を
も
つ
も
の
、
に
二
分
し
、
更
に
後
者
内
を
「
人
間
の
言
語
の
内
容
趣
旨
を
あ
ら
わ
す
語
句
を
う
け
る
も
の
」
「
思
惟
、
知
覚
、
意
志
、
感
情
等
、

心
理
的
活
動
の
内
容
、
対
象
と
な
る
事
柄
、
事
実
を
う
け
る
も
の
」
な
ど
に
五
分
割
し
て
意
味
用
法
上
の
分
析
を
行
っ
た
上
で
、
「
由
」
字
の
意
味

用
法
が
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
、
「
原
因
・
理
由
」
か
ら
「
内
容
・
趣
旨
」
　
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
（
私
）

は
、
大
筋
に
お
い
て
そ
の
主
旨
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
上
代
資
料
の
分
析
に
当
た
っ
て
は
、
「
由
」
字
そ
の
も
の
の
用
法
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
そ
の
ヨ
ミ
（
「
由
」
字
の
担
う
語
）
に
つ
い
て
も
注
目
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
『
古
事
記
』
の
「
由
」
字
に
は

総
て
「
ユ
ヱ
」
が
当
た
る
よ
う
で
あ
る
　
（
注
6
文
献
、
『
古
事
記
』
五
三
三
頁
、
類
義
字
一
覧
「
困
由
」
　
の
項
目
）
　
か
ら
、
当
然
「
ヨ
シ
」
と
「
ユ

ヱ
」
と
の
関
わ
り
は
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
和
文
の
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
両
語
に
つ
い
て
は
、
犬
塚
旦
氏
の
研
究
（
「
『
ゆ
ゑ
』
と
『
よ

し
』
」
平
安
文
学
研
究
一
八
、
一
九
五
六
年
六
月
）
　
が
あ
る
が
、
所
謂
形
式
名
詞
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

「
ア
ヒ
ダ
」
　
の
「
原
因
・
理
由
」
を
表
す
用
法
に
つ
い
て
は
、
注
（
1
）
拙
稿
に
論
じ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
　
（
但
し
、
用
例
数
に
若
干
の
出

入
り
が
あ
る
）
。
論
中
、
管
見
に
入
っ
た
用
例
（
最
古
例
は
「
佐
伯
院
付
属
状
」
延
喜
五
年
）
か
ら
、
こ
の
用
法
の
成
立
時
期
を
「
遅
く
と
も
延
長
・

承
平
年
間
頃
」
と
推
定
し
た
が
、
そ
の
後
辻
田
昌
三
氏
は
注
（
1
）
論
文
に
て
、
上
代
資
料
の
宣
命
や
『
古
事
記
』
に
お
け
る
類
似
の
用
例
を
指
摘
し
、

「
当
時
既
に
用
い
ら
れ
は
じ
め
て
い
た
」
と
さ
れ
た
。
筆
者
も
亦
、
今
般
の
調
査
で
『
寧
楽
遺
文
』
　
『
平
安
遺
文
』
な
ど
の
再
調
査
を
行
い
、
奈
良

時
代
天
平
神
護
二
年
（
7
6
6
）
　
の
「
越
前
国
諸
荘
荘
券
」
や
、
平
安
初
期
弘
仁
六
年
（
8
1
5
）
　
の
「
五
百
井
女
王
家
施
入
状
」
な
ど
か
ら
そ
れ
ら
し
き
用

例
を
抽
出
し
た
。
辻
田
氏
指
摘
の
『
古
事
記
』
　
（
神
武
天
皇
）
　
の
用
例
も
、
「
原
因
・
理
由
」
を
表
す
も
の
の
如
く
に
考
え
ら
れ
る
　
（
但
し
、
こ
の
例

の
み
）
の
で
、
か
か
る
用
法
は
、
上
代
に
お
い
て
既
に
そ
の
「
萌
芽
」
「
徴
候
」
が
見
ら
れ
る
如
く
に
付
言
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
『
古
事

和
化
漢
文
に
於
け
る
形
式
名
詞
の
新
生
と
分
化
に
つ
い
て
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記
』
　
か
ら
は
、
更
に
、

○
乃
追
渡
来
、
将
レ
到
l
一
難
波
乏
矧
、
其
渡
之
神
、
塞
以
不
レ
入
。
（
中
巻
、
応
神
天
皇
）

の
よ
う
な
、
逆
接
的
な
意
と
し
て
理
解
で
き
る
用
例
（
一
例
）
　
も
看
取
さ
れ
る
。

（
1
2
）
　
注
（
1
）
　
（
2
）
　
（
3
）
に
掲
出
の
論
文
参
照
。

（
1
3
）
　
但
し
、
『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
、
殆
ど
受
身
の
助
動
詞
「
ユ
」
や
語
尾
の
「
ル
」
「
ス
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
詳
細
は
、
注
（
2
）
沖
森
論
文

参
照
。

（
望
　
「
ア
ヒ
ダ
」
に
つ
い
て
は
注
（
1
1
）
参
照
。
因
に
、
峰
岸
博
士
は
注
（
4
）
文
献
三
一
五
頁
に
て
用
例
⑳
を
挙
げ
ら
れ
、
「
理
由
の
意
を
示
す
確
例
」

と
注
を
付
さ
れ
て
い
る
。

（
1
5
）
　
注
　
（
4
）
　
（
5
）
文
献
参
照
。

（
埜
　
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
）
二
五
三
貢
頭
注
に
「
閣
羅
王
の
こ
と
ば
の
趣
旨
」
、
日
本
古
典
文
学
全
集
本
（
小
学
館
）
二
一
四
頁
現
代

語
訳
に
「
閣
魔
大
王
の
言
葉
の
趣
旨
」
と
あ
る
。
私
に
分
類
し
た
「
内
容
」
の
意
を
表
す
も
の
に
近
い
。

（
1
7
）
　
但
し
、
「
ム
ネ
」
と
「
ヨ
シ
」
と
は
等
し
並
み
に
は
扱
い
得
な
い
。
「
ム
ネ
」
は
少
用
で
、
且
つ
長
く
本
来
の
「
趣
旨
」
の
意
を
専
ら
と
し
て
お
り
、

典
型
的
な
形
式
名
詞
は
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
あ
た
り
か
ら
拾
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、

ケ
ム
　
　
シ
ユ
　
　
　
　
　
　
コ
コ
サ
マ
ニ
　
ル
　
ハ
リ
ヲ
コ
ナ
ハ
．
1
J
割
　
ヲ
　
セ
リ
レ
イ
　
　
　
こ

○
検
右
収
納
優
等
横
　
被
二
張
行
一
旨
猶
違
例
餞
郡
一
（
1
2
8
）

「
ヨ
シ
」
は
数
種
の
意
味
用
法
（
狭
義
）
が
行
わ
れ
る
中
で
、
「
趣
旨
」
「
内
容
」
の
よ
う
に
、
現
代
語
の
「
ム
ネ
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
意
で
用
い
ら
れ

て
い
る
も
の
も
多
く
存
す
る
（
『
真
福
寺
本
将
門
記
』
の
用
例
⑨
⑩
な
ど
参
照
）
。
こ
の
両
語
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
、
爾
後
詳
し
く
検
討
し
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

［
付
記
］

本
稿
は
、
一
九
九
三
年
八
月
一
二
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第
一
八
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
き
、
若
干
の
方
向
修
正

を
行
っ
た
上
で
、
大
幅
に
加
筆
し
て
稿
を
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
か
ら
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
る
。




